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本研究の背景と目的
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近年,豪雨災害は激甚化・多発化している.

住民，自治体の防災担当者や災害時の調査研究を行う専門家
が利用可能な，実用的災害アーカイブの作成及び水・土砂災害
想起支援システムの開発を目的とする．

平成21年7月山口県豪雨災害
防府市佐波川

死者：22人 負傷者：35人

平成27年9月関東・東北豪雨災害
茨城県常総市 鬼怒川堤防決壊

死者：8人 負傷者：79人
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国土交通省 水管理・国土保全局資料（平成2712月11日）より抜粋



本日の発表内容
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アンケート調査による住民
の避難行動の明確化

水・土砂災害想起支援シ
ステムの開発

水・土砂災害想起支援シ
ステムの検証と使い道



水害時の避難に関するアンケート調査
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対象地域：太田川流域安芸太田町

H17 台風14号により床上浸水227戸

調査期間：2015年9/17～9/23

調査方法：訪問配布・郵送回収

サンプル数：569 回収率：約36%

浸水域・ハザードマップ想定災害区分 配布 回収 回収率(%)
土砂災害・浸水想定・H17被害 6 3 50
浸水想定・H17被害 20 11 55
土砂災害・H17被害 4 0 0
土砂災害・浸水想定 161 55 34
浸水想定 352 113 32
土砂災害 666 248 37
なし 387 139 35
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調査項目
①個人属性：性別・年齢・避難行動要支援者との同居・地域

活動への参加数・被災経験等

②ソーシャルキャピタル：地域への愛着・今後の居住以降・愚痴
を聞いてくれる人・話をする機会等

③自然災害への意識：主観的被災確率・予想する被災の程
度・自己効力感・避難に関する移動コスト・避難のきっかけ等

④自助への考え：避難所や避難経路確認・非常持ち出し品の
準備等に対する行動と意識・今後の取り組み意向

⇒どのような情報を基に避難の判断をするのか？

⇒呼びかけは有効か？

⇒どのような人が呼びかけを行うか？
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避難のきっかけに関する相関分析
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気象警報 特別警報 避難勧告 避難指示 深夜予想 家族避難勧め

1気象警報 1.00 0.62 0.56 0.39 0.37 -0.05

2特別警報 0.62 1.00 0.83 0.59 0.38 -0.07
3避難勧告 0.56 0.83 1.00 0.60 0.23 0.05
4避難指示 0.39 0.59 0.60 1.00 0.53 0.19
5深夜予想 0.37 0.38 0.23 0.53 1.00 0.24
6家族避難勧め -0.05 -0.07 0.05 0.19 0.24 1.00
7近所避難勧め -0.08 0.02 0.11 0.31 0.10 0.86
8他地区避難勧め 0.05 -0.03 0.06 0.19 0.27 0.78
9警察･消防避難勧め -0.18 -0.10 0.09 0.04 -0.18 0.73
10近所避難認知 0.07 0.24 0.36 0.51 0.24 0.70
11上流洪水認知 0.12 0.12 0.28 0.28 0.30 0.59
12上流友人勧め 0.13 0.10 0.22 0.35 0.36 0.57

近所避難勧め 他地区避難勧め 警察･消防避難勧め 近所避難認知 上流洪水認知 上流友人勧め

1気象警報 -0.08 0.05 -0.18 0.07 0.12 0.13

2特別警報 0.02 -0.03 -0.10 0.24 0.12 0.10
3避難勧告 0.11 0.06 0.09 0.36 0.28 0.22
4避難指示 0.31 0.19 0.04 0.51 0.28 0.35
5深夜予想 0.10 0.27 -0.18 0.24 0.30 0.36
6家族避難勧め 0.86 0.78 0.73 0.70 0.59 0.57
7近所避難勧め 1.00 0.67 0.81 0.79 0.42 0.43
8他地区避難勧め 0.67 1.00 0.56 0.58 0.69 0.72
9警察･消防避難勧め 0.81 0.56 1.00 0.66 0.33 0.42
10近所避難認知 0.79 0.58 0.66 1.00 0.56 0.60
11上流洪水認知 0.42 0.69 0.33 0.56 1.00 0.89
12上流友人勧め 0.43 0.72 0.42 0.60 0.89 1.00

0.01＜ｐ＜0 0.05＜ｐ＜0.01 0.1＜ｐ＜0.05

行政系の情報と住民系の情報との相関が低い



情報源と避難判断

情報種別 回答者数

A)行政及び住民情報 43人
B)行政情報のみ 94人
C)住民情報のみ 116人
D)どちらでもない 87人
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避難判断に利用する情報から見た住民の分類
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アンケート結果のまとめ

• 多様な情報源

行政系情報

住民系情報

• Social Network

• Social Capital

• Face to Face
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住民の避難行動を促すには多様な情報源（住民系情報
と行政系情報）が必要である



本日の発表内容
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アンケート調査による住民
意識の明確化

水・土砂災害想起支援シ
ステムの開発

水・土砂災害想起支援シ
ステムの検証と使い道



水・土砂災害想起支援システムの概要

2016/5/26 河川情報センター 11

システムの特徴

・システムの大枠は様々なユーザーが独自に改良することを想定して，改変のしやすい
Excelマクロを用いて開発
・情報共有マップは様々なユーザーが情報を追加できるようにWebGIS



山口県の水・土砂災害データベース構築
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山口県総務部消防防災課が出
版している災害報告書をデータ
（平成元年～平成24年度）

市町村区分は合併後の19市町(13の市と6の町)とし，対象とする災害としては人的被害がある
もの，住家・土木・農林被害が大きいものを選択して，火災や地すべり等は除いてまとめた

山口県・山口大学の所有する
災害時の写真



災害検索システム
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得られる情報

・気象要因 〔台風,梅雨前線等〕
・降水量 〔1時間,積算他〕
・人的被害 〔死者,負傷者等〕
・住家被害 〔全半壊,床上床下
浸水〕
・農林被害 〔田畑,ため池等〕
・水産被害 〔漁業施設,海岸施
設等〕
・土木被害 〔砂防,橋梁等〕
・その他被害〔文教,環境生活等〕

災害検索システム

EXCELマクロを用い作成した
災害検索システム



災害検索システム
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気象観測値(1時間，3時間，24時間，
積算降水量)から検索し，過去に発
生した災害を確認

過去の災害リストの表示



災害検索システム
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各災害の詳細情報



水・土砂災害情報共有マップ

2016/5/26 河川情報センター 16

得られる情報

 雨量・水位データ
〔1時間雨量,水位,氾濫危険・
氾濫注意水位等〕

 災害状況
〔災害時の画像,災害概況〕

WebGISベースの水・
水・土砂災害情報共有マップ



水・土砂災害情報共有マップ
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雨量・水位データ
〔1時間雨量,水位,氾濫危
険・ 氾濫注意水位等〕

災害状況
〔災害時の画像,災害概況〕



本日の発表内容
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アンケート調査による住民
意識の明確化

水・土砂災害想起支援シ
ステムの開発

水・土砂災害想起支援シ
ステムの検証と使い道



システムの有効性の検証
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山口大学工学部社会建設工学科生16名(年齢21～26)
を対象としてアンケート形式でシステムの有効性の
検証を行った

有

8名

災害想起支援システム

8名

無 結果

結果

比較



実施したアンケートの内容
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アンケート内容

問1：雨量感覚

問2：警報等の感覚

問3：勧告基準の感覚

問4：避難勧告等の発令

問5：被害状況

システムの有無

システム有
り無しに関
わらず回答

システム有り
無しそれぞれ
で回答



実施したアンケートの内容
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実施したアンケートの内容
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判断資料
・山口市地域防災計画記載事項
・洪水予報基準
・山口市のハザードマップ

システム無 システム有

災害想起支援システム

判断資料
・山口市地域防災計画記載事項
・洪水予報基準
・山口市のハザードマップ



実施したアンケートの内容
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

問４，５で用いた判断資料



アンケート結果
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問1 問2 問3 問4 問5
1) 2) 3) 4) 5) 6) 1) 2) 1) 2)

A 3 5 10 50 80 100 40 80 60 30 ⑤ 5 ⑧ 8 ⑫ 12 7
B 3 5 10 50 80 100 40 80 10 30 ⑤ 5 ⑧ 8 ⑫ 12 6
C 5 10 30 50 70 100 30 50 60 30 ③ 3 ⑤ 5 ⑧ 8 4
D 10 20 20 30 30 30 10 20 50 30 ⑥ 6 ⑬ 13 ⑭ 14 2
E 1 5 10 20 30 50 30 30 10 5 ⑤ 5 ⑥ 6 ⑦ 7 2
F 5 10 5 15 30 50 20 40 50 20 ④ 4 ⑤ 5 ⑥ 6 4
G 5 10 20 30 40 50 20 30 30 30 ⑤ 5 ⑧ 8 ⑩ 10 5
H 5 10 30 40 45 50 20 30 15 10 ③ 3 ④ 4 ⑥ 6 2

4.5 7.125 9.375
過小評価
過大評価

1)避難準備 2)避難勧告 3)避難指示

⑧でギリギリ,
⑦で出したい

システム無

システム有

問1 問2 問3 問4 問5
1) 2) 3) 4) 5) 6) 1) 2) 1) 2)

I 30 40 50 60 70 80 40 60 30 10 ④ 4 ⑥ 6 ⑦ 7 5
J 6 15 20 25 40 40 20 30 30 10 ⑤ 5 ⑨ 9 × 6
K 3 5 10 20 25 30 20 30 30 30 ③ 3 ⑤ 5 ⑧ 8 6
L 10 15 30 40 50 60 30 50 50 40 ④ 4 ⑥ 6 ⑨ 9 5
M 3 5 10 15 20 30 50 100 60 40 ⑤ 5 ⑨ 9 ⑫ 12 5
N 2 5 10 15 20 25 20 25 80 70 ③ 3 ⑥ 6 ⑧ 8 5
O 10 15 20 25 30 40 20 30 25 20 ④ 4 ⑤ 5 ⑥ 6 5
P 1 1 3 5 8 10 3 5 50 70 ④ 4 ⑨ 9 ⑬ 13 5

4 6.875 9

1)避難準備 2)避難勧告 3)避難指示

過小評価 ⑧でギリギリ,
⑦で出したい過大評価



アンケート結果の解釈
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感覚(問1・2)のズレがどの程度適正化されたかをみる

感覚のズレ：5 実際のズレ：1 4

問1 問2
1) 2) 3) 4) 5) 6) 1) 2)

Iの回答 30 40 50 60 70 80 40 60
適正 10～20 20～30 20～30 30～50 50～ 60～ 30 60

過小評価 早い
過大評価 遅い

問4
避難勧告

6
7



検証結果

2016/5/26 河川情報センター 26

＜

システム無 システム有

No. タイミング(問4) 被害状況(問5)

A 0 過大

B 0 やや過大

C 1 過小

D -2 極めて過小

E 6 極めて過小

F 6 過小

G 5 適正

H 3 極めて過小

計 19 1

No. タイミング(問4) 被害状況(問5)

I 4 適正

J 5 やや過大

K 6 やや過大

L 2 適正

M 2 適正

N 7 適正

O 4 適正

P 6 適正

計 36 6

本システムを用いた方が

避難勧告がより適正化され,被害も正確に想定できる.



住民の利用イメージ
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情報共有マップを用いたリア
ルタイムの流域間情報交換

上流域の住民からの情報をリアルタイムで流域内で共有



防災担当者の利用イメージ
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防災担当者

災害の想起 住民の避難

山口市の防災担当者

適切な避難勧告・指示を出すための判断材料として利用



研究者の利用イメージ
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https://www.facebook.com/JSCEsuigai/

調査団の過去
の災害報告写
真の整理

調査データの
GISデータベース化

土木学会水工学委員会水害対策小委員会の災害調査の写真
データの整理に利用



まとめ＆今後の課題

• 本研究で開発した水・土砂想起支援システムは避難
勧告発令を適正化するのに有用であること示唆された.

• 今後，山口県内市町村を対象とし,本システムの有無
による避難勧告等の防災行政判断への効果を検証
する.

• 住民用および研究者用の情報共有マップの作成を
進める．
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